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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策・金融政策などの効果を背景とす

る企業収益の改善傾向が雇用・所得環境の改善につながり、また、設備投資に持ち直しの動きがみられ、

緩やかな回復基調であったものの、中国をはじめとする新興国や資源国等の経済の減速が世界経済の減

速につながる懸念や金融資本市場の変動の影響などにより、景気の先行きに対する不透明感が払拭でき

ない状況が続きました。 

当社グループを取り巻く市場環境は、平成 27 年度の政府補正予算において、東日本大震災の復興財源

の上積みを含む事業費総額として約 3.5 兆円が確保され、特に当社グループの事業内容と関連がある

「災害復旧・防災・減災事業」に約５千億円、復興の加速化等に約８千億円が配分されたことから、比

較的堅調に推移いたしました。 

このような状況の中、当社グループは、安全・安心で持続可能な社会の実現、企業の社会的責任のさ

らなる推進、コンサルタントとしての技術力の総合化・多様化・高度化、さらには企業価値の向上を目

標に事業を推進してまいりました。 

また、当社グループは、平成 28 年から平成 30 年までの中期経営ビジョンにおいて、「イノベーション

とマーケティングによる市場創生・新規事業の展開と海外事業の拡大」を掲げ、①イノベーションと

マーケティングによる市場創生・新規事業の展開と新しい視点による技術開発の推進、②グローバル人

材の育成・確保と海外事業の拡大、③コーポレート・ガバナンスのさらなる強化の３つの重要な経営課

題に取り組むことにより、強い経営基盤の構築と安定的な成長を目指しました。 

当第１四半期連結累計期間における連結業績は、受注高は前年同四半期比２億９千２百万円減少の 28

億６千７百万円（前年同四半期比 9.3％減）、受注残高は同５億２千６百万円減少の 132 億１百万円（同

3.8％減）、売上高は同３億８千万円増加の46億２千３百万円（同9.0％増）となりました。 

売上高の増加により、営業利益は前年同四半期比４千万円増加の５億７千４百万円（前年同四半期比

7.5％増）、経常利益は同４千万円増加の５億６千５百万円（同 7.7％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は同３千４百万円増加の３億７千３百万円（同10.3％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。（セグメント間取引を含んでおります。） 

 

（環境コンサルタント事業） 

同事業は、当社及び連結子会社４社(新日本環境調査㈱、沖縄環境調査㈱、東和環境科学㈱、以天安

（北京）科技有限公司)が行っている事業であり、環境アセスメント及び環境計画部門、環境生物部門、

数値解析部門、調査部門、環境化学部門、気象・沿岸部門の６部門より構成されております。 

化学物質の健康リスクに関連する大型業務等の実施により、売上高は前年同四半期比４億５千３百万

円増加し、40 億９百万円(前年同四半期比 12.7％増)、セグメント利益は同４千２百万円増加し、４億７

千万円(同9.8％増)となりました。 

 

（建設コンサルタント事業） 

同事業は、河川部門、水工部門、道路部門、橋梁部門の４部門より構成されております。 

 道路・橋梁の点検業務の減少により、売上高は前年同四半期比９千７百万円減少し、５億４百万円(前

年同四半期比 16.2％減)、セグメント利益は同１百万円減少し、５千９百万円(同 2.4％減)となりました。 

 

（情報システム事業） 

同事業は、システム開発及び画像解析等の事業を行っております。 

防災情報システム構築等の業務の増加により、売上高は前年同四半期比２千９百万円増加し、７千８

百万円(前年同四半期比60.5％増)、セグメント利益は同３百万円増加し、４百万円となりました。 
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（不動産事業） 

同事業は、赤坂のオフィスビル、旧本社ビル等の不動産賃貸事業を行っております。 

   売上高は前年同四半期比０百万円減少し、６千６百万円(前年同四半期比 1.0％減)、セグメント利益は

同４百万円減少し、４千万円(同9.8％減)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

   資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

資産合計は、前連結会計年度末と比べ 30 億７千万円増加し、261 億５千２百万円（前年同四半期比

2.2％増）となりました。 

流動資産につきましては、主に売上債権の回収及び前受金の増加により現金及び預金が９億９千５

百万円、第１四半期末に完工業務が多い事から受取手形及び営業未収入金が 15 億５千６百万円、第２

四半期に完工業務が集中することから仕掛品が５億２千３百万円それぞれ増加したことにより、前連

結会計年度末に比べ 31 億２千９百万円増加の 112 億７千１百万円（前年同四半期比 5.8％増）となり

ました。 

固定資産につきましては、主に研修所の建設により建物が２億３千１百万円増加、減価償却費の計

上及び建設仮勘定の振替により有形固定資産その他が１億７千８百万円減少したことにより、前連結

会計年度末に比べ５千９百万円減少の148億８千万円（前年同四半期比0.3％減）となりました。 

(負債) 

負債合計は、前連結会計年度末と比べ 29 億１千６百万円増加し、123 億６千９百万円（前年同四半

期比2.4％減）となりました。 

流動負債につきましては、主に第１四半期末の完工業務及び第２四半期に集中する完工業務に関す

る売上原価の支払が増加することから支払手形及び営業未払金が５億８百万円、運転資金の調達によ

り短期借入金が 16 億円、税金等調整前四半期純利益の計上により未払法人税等が２億１千１百万円、

賞与引当金が２億６千３百万円それぞれ増加したことにより、前連結会計年度末に比べ 29 億７千９百

万円増加の90億６千２百万円（前年同四半期比0.3％減）となりました。 

固定負債につきましては、主に償還により社債が２千５百万円、実効税率の変更により繰延税金負

債が２千５百万円それぞれ減少したことにより、前連結会計年度末に比べ６千２百万円減少の 33 億７

百万円（前年同四半期比7.6％減）となりました。 

(純資産) 

純資産につきましては、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が２億４

千８百万円の増加、その他有価証券評価差額金が８千４百万円減少したことにより、前連結会計年度

末に比べ１億５千３百万円増加の137億８千２百万円（前年同四半期比6.8％増）となりました。 

企業の安定性を示す自己資本比率は、当四半期連結会計期間末は、前連結会計年度末に比べ 6.3 ポ

イント低下し、52.7％（前年同四半期は 50.5％）となり、また、支払能力を示す流動比率は、前連結

会計年度末に比べ9.4ポイント低下し、124.4％（前年同四半期は117.1％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、前回の業績予想（平成 28 年２月８日発

表「平成27年12月期決算短信」）から変更はありません。 

   なお、第１四半期連結累計期間において、売上高は 46 億２千３百万円（前年同四半期比 9.0％増）と

なり、通期予想売上高 173 億円の 27.2％を計上いたしました。また、例年、当社グループの売上高は上

半期に集中する季節変動特性を有しております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

    「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９

月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が

継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、

取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四

半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価

の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に

変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示

の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

    企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四

半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

    なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,166,858 2,162,302

受取手形及び営業未収入金 1,730,386 3,286,632

有価証券 620 771

仕掛品 4,931,114 5,454,173

貯蔵品 26,681 25,875

繰延税金資産 125,393 233,623

その他 171,992 120,862

貸倒引当金 △11,748 △12,949

流動資産合計 8,141,298 11,271,292

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,374,025 4,605,900

土地 7,652,706 7,650,661

その他（純額） 988,226 809,594

有形固定資産合計 13,014,957 13,066,156

無形固定資産 148,017 144,573

投資その他の資産

投資有価証券 860,591 743,617

繰延税金資産 4,613 4,620

その他 925,264 934,827

貸倒引当金 △12,900 △12,900

投資その他の資産合計 1,777,569 1,670,165

固定資産合計 14,940,545 14,880,895

資産合計 23,081,843 26,152,188

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 817,952 1,326,209

短期借入金 2,520,664 4,120,664

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払法人税等 114,332 326,174

賞与引当金 89,522 352,876

受注損失引当金 15,767 17,715

その他 2,474,683 2,868,448

流動負債合計 6,082,922 9,062,088

固定負債

社債 225,000 200,000

長期借入金 14,545 9,379

繰延税金負債 76,083 50,873

役員退職慰労引当金 274,139 282,486

退職給付に係る負債 2,536,075 2,525,916

その他 244,567 239,089

固定負債合計 3,370,410 3,307,745

負債合計 9,453,333 12,369,833
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,173,236 3,173,236

資本剰余金 3,352,573 3,352,573

利益剰余金 7,004,285 7,252,858

自己株式 △139,304 △139,304

株主資本合計 13,390,790 13,639,363

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 227,830 142,963

為替換算調整勘定 31,218 21,394

退職給付に係る調整累計額 △22,232 △22,289

その他の包括利益累計額合計 236,816 142,068

非支配株主持分 903 922

純資産合計 13,628,510 13,782,354

負債純資産合計 23,081,843 26,152,188
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 4,242,747 4,623,249

売上原価 2,900,241 3,212,047

売上総利益 1,342,505 1,411,201

販売費及び一般管理費 808,349 836,815

営業利益 534,156 574,385

営業外収益

受取利息 1,362 447

受取配当金 1,418 1,625

受取保険金及び配当金 5,111 -

保険事務手数料 1,080 1,136

その他 4,595 3,369

営業外収益合計 13,567 6,578

営業外費用

支払利息 6,576 5,666

持分法による投資損失 13,486 9,343

その他 2,503 556

営業外費用合計 22,566 15,567

経常利益 525,157 565,397

特別利益

固定資産売却益 - 2,538

特別利益合計 - 2,538

税金等調整前四半期純利益 525,157 567,936

法人税、住民税及び事業税 222,756 300,982

法人税等調整額 △36,113 △106,509

法人税等合計 186,643 194,473

四半期純利益 338,514 373,463

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △20 △57

親会社株主に帰属する四半期純利益 338,534 373,520
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 338,514 373,463

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,871 △84,866

為替換算調整勘定 922 △4,684

退職給付に係る調整額 △11,135 △56

持分法適用会社に対する持分相当額 155 △5,215

その他の包括利益合計 △1,185 △94,823

四半期包括利益 337,329 278,639

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 337,427 278,772

非支配株主に係る四半期包括利益 △98 △132
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            （単位：千円） 

 報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

売上高      

外部顧客への売上高 3,539,385 602,526 48,725 52,109 4,242,747 ― 4,242,747

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高又は振替高 
17,491 ― ― 14,817 32,308 △32,308 ―

計 3,556,876 602,526 48,725 66,926 4,275,055 △32,308 4,242,747

セグメント利益 428,026 61,412 6 44,711 534,156 ― 534,156

（注）1セグメント間取引消去によるものであります。 

   2セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

売上高      

外部顧客への売上高 3,988,790 504,930 78,218 51,308 4,623,249 ― 4,623,249

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高又は振替高 
21,113 ― ― 14,923 36,036 △36,036 ―

計 4,009,903 504,930 78,218 66,232 4,659,285 △36,036 4,623,249

セグメント利益 470,107 59,935 4,001 40,341 574,385 ― 574,385

（注）1セグメント間取引消去によるものであります。 

   2セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 
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